
北海道で起きている再エネ由来の
環境問題について

~メガソーラーとソーラーシェアリング〜

⼭形 定（北⼤⼯地域環境研究室）

20251129当別町脱炭素ワークショップ



全国的問題になっている
釧路湿原メガソーラー

https://toyokeizai.net/articles/-/914511?display=b

道路の反対側には太陽光発電所



脱原発・脱炭素の地域づくりパンフ
(2025.4、アクトビヨンドトラスト助成)

⼤型・域外資本による開発と条例







湿原のメガソーラーが受賞?!

東急不動産、三菱ＨＣキャピタル、⽇本グ
リーン電⼒開発が共同出資するGPDすずら
んソーラー株式会社が事業主体です。同社
は、町⺠活動や地域活動の向上に向けて、
地元の⼩中学校やスポーツ施設・コミュニ
ティ施設で使⽤する備品や防災備蓄品等の
⽀援を⾏い、2021年12⽉には釧路町功労賞
並びに善⾏賞を受賞しました。

https://gpdj.jp/planning_and_development/case

すずらん釧路町太陽光発電所

⼀般財団法⼈新エネルギー財団が主催
「令和元年度新エネ⼤賞」において、⼤
林組と三菱電機、ＧＳユアサが北海道釧
路町の釧路町トリトウシ原野太陽光発電
所で⾏っている「短周期出⼒変動緩和対
策を講じた⼤型蓄電池システムの導⼊」
が「新エネルギー財団会⻑賞」を受賞し
ました。



浜中町・釧路市・釧路町の
規模別太陽光発電所容量

https://www.fit‐portal.go.jp/PublicInfoSummary より作図

1221kW(JA浜中
1050kWは含まず)



浜中町の太陽光発電



佐々⽊牧場

JA浜中町 太陽光発電導⼊の経過
①各農家へ、太陽光発電設置の意向確認・取りまとめ
②各農家に分散して設置。１⼾毎に設置箇所の確認
③2010年度 農林⽔産省へ中⼭間地域等直接⽀払制度補助⾦申請

（2000年に交付⾦申請のために207⼾で組合を結成済み）
設置⼾数：105⼾、10kW/⼾ 合計1050kW[10kW×105⼾]

④施⼯、電⼒業者との打合せ、⑤施⼯

浜中町研修牧場 JR茶内

浜中町研修牧場

佐々⽊牧場



暮帰別



霧多布エリア

暮帰別

霧多布・湯沸

仲の浜



当別版「地域の、地域による、
地域のための⾃然エネルギー」

当別の、当別住⺠による、⾃分たちのための
⾃然エネルギー利⽤をどう進めるか

• ⾃然エネルギー開発はどうあるべきか
• 道内における⼩⽔⼒発電の状況

⼭形 定
北海道⼤学⼯学研究院 地域環境研究室、
NPO法⼈北海道新エネルギー普及促進協会、
NPO法⼈北海道地域・⾃治体問題研究所

20231126当別町⺠再エネ勉強会



どんなことができるか
余市エコビレッジのソーラーシェアリングと電気⾃動⾞

発電事業者 TERRA
出⼒ 5.94kW（165W×36）
運転開始 2023/12
所在地 余市町登町

20m



• 2024年7⽉〜2025年6⽉までのデータ
• 冬季（11⽉〜1⽉）を除けば消費量よりも発電量が多い

エコビレッジ⽉別の発電量・消費量

20242025



EV導⼊でガソリン使⽤量半減
• ガソリン使⽤量2024年分（上）
• 2025年分は、EVによるガソリン
減少量（緑）を加算（下）
• 2025年は運転⼿が増え⾃動
⾞利⽤量・ガソリン使⽤量
が増加

• 給油のタイミングで、⽉の
使⽤量が⼀⽉分前後する可
能性あり

• 「春から夏にガソリン使⽤
量が増加、8・9⽉に最⾼」
の傾向は類似

• EV導⼊で7-10⽉のガソリン
使⽤量は半減

ガソリン
データ未着

EV導⼊


